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新年度「R４」がスタートしました。今年度も毎月「みみだより」を発行いたします。耳のこ

と、補聴器のこと、聴覚活用のこと等、聴能に関する様々な情報をお届けしたいと思います。お気づ

きのこと、ご質問等あれば、お気軽にお問い合わせください。よろしくお願いします。 

今回は、きこえ方ついて迫ります。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

みみだより №３４ 
鳥取聾学校ひまわり分校  聴能担当   R４.４.22 

ひとくちに耳がきこえにくいといっても、人により、きこえの程度はさまざまで

す。たいていの人は、まったくきこえないということではなく、それぞれにきく力

が残っています。この状態を難聴と呼んでいます。きこえの程度はデシベル（ｄB）

で示されます。上の表を見てください。どの程度の音まできこえるかによって、「聴

力◯デシベル」というように言います。 

デシベルとは音の強さの単位で、電話の発明者でもあり、ろう教育に尽くしたグ

ラハム・ベルの名前にちなんだものです。ベルの母も耳がきこえませんでした。 

耳が顔の両側にあることで、音をきくだけでなく、

音の方角を知ることができます。 

耳は左右離れた位置にあるので、同じ音をきいて

も、左の耳と右の耳では、入ってくる音の速さと強

さが違います。左側で音がすれば、空気の振動は右

の耳よりわずかに速く、左の耳に入ります。そのほ

んの少しの差を利用して、音の方向を知ることがで

きるのです。 

ところで、音の振動を伝える骨は耳小骨だけでは

ありません。じつは、頭蓋骨も振動を伝えるのです。

録音した自分の声をきくと、自分の声とは違うと感

じることがあるでしょう。自分が話すときには、耳

から音がきこえると同時に、頭蓋骨を伝わった音も

一緒に入ります。普段はその両方を一緒にきいてい

るので、録音した自分の声をきくのとは違うように

感じるのです。 

 

 

 

【参考文献】 「障害を知る本⑤耳の不自由な子どもたち」監修：茂木俊彦 大月書店 1998 初版 
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きこえ方、きこえの程度 


